
  
  

第７期活動報告・決算報告 
  

2018年10月21日（日） 
第7回定期総会にて承認 

  

 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　 

 

 
 

特定非営利活動法人 

ふくしま再生の会 
　　 
 
 
 
 

 
   

 



第１号議案　定款変更の件 
 
　​ふくしま再生の会は佐須行政区において村民が結成した飯舘村佐須行政区地域活性化協議会の構
成メンバーとなった。村民が標榜する、村民と都市住民との協働によるコミュニティ活性化を実現
するため、体験交流ができる宿泊可能な体験施設を第8期に建設することとしている。これによ
り、従来の定款の事業項目に加えて、施設設備の所有と管理業務が発生するため、定款を以下のと
おり変更する。 
 

改正後  改正前 

第5条 この法人は、第３条の目的を達成す
るため、次の事業をおこなう。 
（１）特定非営利活動に係る事業 

①  同右 
 
②  同右 
 
 
③  同右 
④  被災地住民​等​との交流を進めるため
の施設を所有・維持管理する事業 
⑤​ 上記事業に係る情報の提供事業 

　　​⑥ ​その他第3条の目的を達成するために
必要な事業 

第5条 この法人は、第３条の目的を達成す
るため、次の事業をおこなう。 
（１）特定非営利活動に係る事業 

①  放射能に汚染された地域の産業再生
に資する調査・実験事業 
②  放射能に汚染 
された地域住民の生活再生をサポートす
る事業 
③ 被災地住民との交流事業 
 
 
④  上記事業に係る情報の提供事業 

　　⑤  その他第3条の目的を達成するために
必要な事業 

総会での審議により原案に「等」を追加することで承認された。
 

 
第２号議案　第７期（2017年度）活動総括、事業報告、決算報告、監査報告の件 
 
（１）第７期（2017年8月1日～2018年7月31日）活動総括 
　2017年3月末に飯舘村の避難指示が解除されて約1年半が経過し、一部の村民が帰村し、ハウスで
の花卉栽培や畜産を再開したものの、困難な状況が続いている。佐須行政区では、飯舘村佐須行政
区地域活性化協議会が結成され、ふくしま再生の会もその構成員として参加した。農水省が推進し
ている「農泊事業」に対し佐須行政区地域活性化協議会の一員として申請作業を開始し2018年9月
に採択された。今までのボランテイア活動を大切なベースとして持続しつつ、佐須行政区および他
の行政区の村民との協働の活動を強化し、地域の再生に貢献し、原発事故被災地の中から村民主体
に地域活性化プロジェクトを立ち上げる本事業に当会としても大きく貢献する一歩を踏み出した。 
　この他、従来仮設住宅で行っていた訪問活動の場を、村内にも広げ佐須老人クラブや飯舘村民生
児童委員協議会とも連携して、住民向けの集会を行うなど、村内での活動の場を広げることができ
た。佐須の飯舘事務所ではボランティア会員を中心に放射能測定や土壌の科学分析を行うための施
設を建設し、身近な場所で測定・分析できる環境を整えた。 
　こうした活動を通じ、新しいメンバーの増強、他の組織との連携が強化されつつある。 
 
＜会員加入実績＞ 

 期首会員数 加入者数 脱退数 期末会員数 
合計 291人・団体 18人・団体 19人・団体　 290人・団体 

内訳 
正会員 個人正会員 212人 6人 15人＊注 203人 

団体正会員 4団体 0団体 0団体 4団体 
正会員合計 216人・団体 6人・団体 15人・団体 207人・団体 

賛助会員 個人賛助会員 73人 12人 4人 81人 
団体賛助会員 2団体 0団体 0団体 2団体 

賛助会員合計 75人 12人・団体 4人・団体 83人・団体 
　＊注　脱退理由の内訳：物故会員 1名　、会費未納 10名、本人申し出0名　種別変更4名 
 
　 

 



＜活動拠点＞ 
　第7期において、主たる事務所を当会副理事長の菅野宗夫氏所有の飯舘村佐須字滑87に変更登記
し、期初に主たる事務所としていた杉並区阿佐谷北1-3-6の事務所を従たる事務所とした。また佐須
滑の事務所前にボランティア会員が主体となって放射能等の測定施設を建設し、運用を開始した。
福島市内の飯舘電力のオフィスも連絡事務所として契約を継続した。2015年8月より、宿泊拠点と
して利用してきた霊山センターについては、2018年7月に所有者である特定非営利活動法人小児慢
性疾患療育会がサマーキャンプを再開したため、今期の利用期間は2018年6月末までとなった。
2018年7月は村内の佐須事務所や村営宿泊施設「きこり」、おじまふるさと交流館、紅彩館などを
宿泊施設として利用し活動を継続した。 
 
＜寄付金・助成金の受け入れ＞ 
　153の個人・団体から169回、4,200,609円の寄付金をいただいた。三井物産環境基金より5,000,000
円、福島県の「ふるさと・きずな維持・再生支援事業」1,836,000円を受入れた。 

 
 
（２）第７期（2017年8月1日～2018年7月31日）事業報告 
①　地域の産業再生に資する調査・実験事業 

● 全村田圃土壌測定（継続事業） 
● 飯舘村役場から2016年度に続き、全村放射線測定事業とともに行政区の田圃5ヵ所の土壌放

射能を計測する依頼を受け、各地区村民と協働で実行した。 
● また、サークルまでいの協力のもとに土壌のサンプル作成を村民主体で実施した。 
● イネ、ヤーコン等の農作物の実験作付け（継続事業） 
● 2017年10月7－8日佐須の菅野宗夫さん宅田圃で稲刈りを31名で行った。 
● 2018年5月26－27日、第７回目の田植えは約70名の会員参加で実施した。 
● 菅野永徳さん宅畑でダッタン蕎麦の植付け・収穫を行った。 
● 東京大学溝口研究室が実施した「ICT営農管理システムの開発における営農・システム管理

等と当システムを通した帰農支援」に協力して、村内の松塚行政区・小宮行政区・佐須行
政区の実験圃場の連絡調整にあたった。また、同研究室が松塚に設置している地層観察地
点の整備にボランティアが協力した。 

● 東京大学と「飯舘村におけるスマート農業の試験研究」について共同研究契約を交わし
た。 

● 滑の実験作付圃場の牧柵の撤去・設置を行った。。 
● 松塚地区の牧地の放射能測定・周囲牧柵設置に協力した。 
● 松塚地区の牧地の暗渠工事にボランティアが協力した。 

 
　②　地域住民の生活再生をサポートする事業　 

● 仮設住宅での健康医療ケアサポート（継続事業）　 
松川第一仮設住宅、伊達東仮設住宅を健康医療ケアチームが毎月１回訪問した 

● 佐須地区旧小学校において佐須老人クラブと共同した「ひさしぶりに集まってみんなで楽
しく過ごしましょう」開催（継続事業） 
冬季を除き、毎月実施し、医師・看護師・臨床心理士・介護士・ケースワーカ・栄養士な
どがチームで活動したほか、ボランティアが運営に協力した。 

● 「健康いちばん！」の集いを開催（新規事業） 
飯舘村民生児童委員協議会の申し入れにもとづき、飯舘村老人クラブ連合会とともに、
2018年6月より村内伊丹沢の「いちばん館」で隔月で開催。第1回の催しは好評であった。
提供した昼食の準備には、健康医療ケアチームに、飯舘村民生児童委員が加わるなど、協
働による運営を試み成功した。 

● 仮設住宅や帰村した村民の住宅を個別に訪問して、ニーズの掘り起しや聞取り調査を実施
しました。 
 

　③　被災地住民との交流事業（継続事業）　 
● 2017年8月26日（土）飯舘村交流センターふれ愛館に於いて第15回「6年間の放射線・放射

能の協働測定結果報告会」を開催。 
● 2017年10月22日（日）東京大学弥生講堂アネックスにおいて第16回報告会「避難指示解除

から半年、今何が課題かー村民の声」を開催。 
● 2018年2月24日（土）細田工務店杉並リボン館において第17回報告会「飯舘村inすぎなみ 話 

して、食べて、つながろう！」を開催。 

 



● 現地活動での交流・情報交換（継続事業） 
● 霊山センターを現地活動参加者の宿泊・情報交換の場とした。 
● 大学・社会人などのスタディツアーを受け入れた。 

霊山センターに宿泊し、村内を案内するサービスが好評だった。 
主なスタデイツアー 
SGRA留学生ツアー・富士通SSLツアー・すぎなみ有志の会ツアー・京都女子大ツアー・カ
タクリさくら鑑賞ツアー・ベルリン自由大学ツアー・埼玉県立鴻巣高校スタディツアー・
多数の新規個人／グループ 

 
④　上記に係る情報の提供事業 

● 2016年度に続き飯舘村より村内全域の放射線モニタリング事業を受託し、2017年7月から
2018年3月まで毎月、2017年5月から隔月で車載測定を行った。（継続事業） 

● 村内および広域の車載線量測定を実施した。（継続事業） 
● 東京大学「サークルまでい」との協力により、被災地の植物・土壌などに含まれる放射

性物質の実態を把握した。 
● 会員有志により、放射能汚染地域の佐須飯舘事務所で試験居住を行なった。その一環とし

て空間放射線量と個人放射線量の関係について測定を行い、その結果を 
SpringerOpenから出版されるAgricultural Implications of the Fukushima Nuclear Accident             
第３冊目に発表した。 

● 村民が栽培した野菜、植物、田圃の土壌を測定・分析しデータを提供する施設を佐須滑に
建設し運営を開始した。 

● 京都大学と「飯舘村における放射線空間線量と個人被曝線量に関する研究」について共同
で行うこととなり契約を締結した。当会スタッフと京都大学研究者と連携して測定を開始
した。 

● 放射能に汚染された山林を再生するためには森林の樹木の更新が必須であるとの観点か
ら、更新の手段として森林木材を燃やして熱エネルギーとして利用する可能性を探るため
小型燃焼炉を設置して、木材の燃焼実験を行った。（燃焼する木材については市販されて
いる燃焼可能なものを使った） 

● 村内から採取した楢やクヌギなどを利用してキノコの栽培実験を行い、放射能の移行を調
査した。 

● 村民と協働で村内の山野草や苔を採取して放射能の測定を行った。 
● 放射線・放射能測定の継続・結果を公開 

KEK（高エネルギー加速器研究機構）・東京大学大学院農学生命科学研究科をはじめとす
る様々な研究機関との連携により、精度の高い放射線測定を実施するとともに、その結果
を被災地住民が理解できるような形で情報を提供した。 

● ホームページ・フェイスブック・再生短信などの情報発信を強化・各種パンフの作成。 
第15回　報告会（飯舘村）　記録動画を撮影　報告書作成 
第16回　報告会（東京）　　記録動画を撮影　報告書作成 
第17回　報告会（東京　杉並）　　記録動画を撮影 

● 「飯舘村線量マップ　平成24年10月から平成29年12月」を作成し飯舘村に納品した。 
● 再生短信を発行した（12回） 
● データや活動を記録（写真、動画、各種ドキュメント等）するアーカイビング・プロジェ

クト活動を継続した。 
● 村内各地で採取した土壌・植物・野生動物などの放射性物質の測定結果のデータベース化

を実施した。 
 

 
（３）第７期（2017年8月1日～2018年7月31日）決算 
 
＜事業別決算＞ 単位：円 

事業 予算 実績 差引 
地域の産業再生に資する調査・実験事業 6,315,000 4,808,831 1,506,169 
地域住民の生活再生をサポートする事業 4,390,000 4,100,414    289,586 
被災地住民との交流事業 3,427,000 4,528,372 △1,101,372 
上記に係る情報の提供事業 27,078,000 26,481,295 596,705 

事業費計 41,210,000 39,918,912 1,291,088 

 



場所 活動内容 参加人数

2017年 8月 5日～6日 飯舘村 佐須滑周辺　草刈り、コスモス植付け 11名

固定放射線測定器調整

長泥地区　放射線、放射能測定

ハウス　野菜収穫、植付け

19日～20日 飯舘村 ハウス　メンテナンス 6名

飯舘事務所　片付け

居宅測定結果の報告

報告会準備

26日～27日 飯舘村 6年間の放射能・放射線の協働測定　結果報告 37名

飯舘交流センターふれ愛館

9月 2日～3日 飯舘村 比曽　ハウス準備 2名

燃焼炉改造

9日～10日 飯舘村 燃焼炉改造・燃焼実験 9名

長泥地区個人宅データ提供等

ハウスメンテナンス

佐須地区コミュニティ　打合せ

霊山センター　寝具等整理

16日～17日 飯舘村 ＳＧＲＡハウス収穫、田圃土壌測定、空間線量測定 24名

野草サンプルの採集

全村大外回り　車載放射能測定

23日～24日 飯舘村 霊山ハイキング 12名

長泥個人宅線量測定結果報告

燃焼実験準備

松塚　東大実験用地打合せ訪問

10月 1日～2日 飯舘村 第9回　燃焼炉改良・燃焼試験　 18名

佐須田圃雑草（ひえ）刈り（原発行動隊）

小宮　東大実験用地打合せ訪問

車載放射能測定ルートの検討

明治大学小清水先生によるハウス野菜のピクルス作り教室

(ふれ愛館）

サンプル用稲の坪刈り

7日～8日 飯舘村 ハウス野菜収穫 33名

佐須田圃稲刈り

13日 飯舘村 お米の全量全袋検査（JA南相馬）　全袋（23袋）合格 4名

14日～15日 飯舘村 比曽　田圃土壌採取　村民2名　 4名

坪刈り藁カット

村民との打合せ

２２日 東京 総会、報告会 116名

26日 飯舘村 関根松塚　田圃土壌採取　村民2名

27日 飯舘村 小宮　田圃土壌採取　村民2名

28日 飯舘村 臼石　田圃土壌採取　村民2名

28日～29日 飯舘村 佐須住民会議　営農再開のために 12名

新米（会員配布用）精米作業

測定器のメンテナンス

野草、きのこのサンプル採集

31日 飯舘村 大久保外内　田圃土壌採取　村民2名

11月 1日 飯舘村 二枚橋須萱　田圃土壌採取　村民2名

4日 飯舘村 上飯樋　田圃土壌採取　村民2名

4日～5日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 12名

ハウスでの冬物収穫

猛史牧場の牛の生態管理システム推進

牧地の排水工事推進

燃焼炉の改造ー試作した温水槽を取り付け、燃焼実験

6日 飯舘村 蕨平　田圃土壌採取　村民2名

7日 飯舘村 長泥　田圃土壌採取　村民2名

10日 飯舘村 大倉　田圃土壌採取　村民2名

11日～12日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 8名

なめこ栽培実験　サンプル採集

植物の採集

福島飯舘村およびその周辺での測定・除染・資源活用のための活動

日程



場所 活動内容 参加人数日程

11日 飯舘村 飯樋町　田圃土壌採取　村民2名

11日 飯舘村 前田八和木　田圃土壌採取　村民2名

12日 飯舘村 深谷　田圃土壌採取　村民2名

14日 飯舘村 草野　田圃土壌採取　村民2名

18日 飯舘村 八木沢芦原　田圃土壌採取　村民2名

18日 飯舘村 宮内　田圃土壌採取　村民2名

18日 飯舘村 佐須　田圃土壌採取　村民2名

19日 飯舘村 臼石　田圃土壌採取　村民2名

19日 飯舘村 前田　田圃土壌採取　村民2名

22日 飯舘村 関沢　田圃土壌採取　村民2名

18日～19日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 13名

比曽ハウスお手伝い

田圃土壌採取

長泥水系放射能等測定器の調査

25日～26日 飯舘村 佐須コミュニティイベント 16名

放射能測定小屋建設　基礎工事　

12月 2日～4日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 8名

野手上山散策

測定器メンテナンス

霊山センター冬支度

放射能測定小屋　生コン流込み、整地

9日～10日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 19名

田圃土壌サンプルバイアル詰め作業

田圃電気柵撤去作業

16日～17日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 19名

田圃土壌サンプルバイアル詰め作業

田圃電気柵撤去作業

放射能測定小屋　ログハウス組立開始

長泥水系放射能等測定器の設置

23日～24日 飯舘村 放射能測定小屋建設　基礎工事 4名

農業用水ゲート測定器設置

27日～28日 飯舘村 放射能測定小屋建設　屋根鋼板貼付け 4名

2018年 1月 13日～14日 飯舘村 放射能測定小屋建設　屋根鋼板貼付け、電気配線 10名

各種測定器メンテナンス

村役場打合せ

20日～21日 飯舘村 放射能測定小屋建設作業 7名

各種測定器メンテナンス

土壌博物館建設準備

野草サンプル収集

燃焼炉改良準備

27日～28日 飯舘村 放射能測定小屋建設作業 10名

松塚観測所ハウス建設

2月 3日～4日 飯舘村 放射能測定小屋建設作業　電気工事他

10日～12日 飯舘村 放射能測定小屋建設作業　 14名

燃焼炉燃焼実験

松塚観測所ハウス建設

測定車メンテナンス

17日～18日 飯舘村 放射能測定小屋建設作業　 7名

松塚観測所ハウス建設

測定車メンテナンスのためKEKへ

24日 東京 飯舘村 in すぎなみ  細田工務店杉並リボン館 90名

25日 飯舘村 放射能測定小屋建設　測定器設置 3名

3月 3日～4日 飯舘村 松塚観測所ハウス建設作業 6名

放射能測定小屋建設仕上げ作業

作業場所等整理

第12回燃焼炉燃焼実験

10日～11日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装準備 10名

飯舘事務所片付け

測定済み資料整理

個人線量計測定事前調査



場所 活動内容 参加人数日程

第13回燃焼炉燃焼実験

17日～18日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装準備 9名

松塚観測所ハウス整備作業

佐須地区新築予定地測定

24日～25日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装準備 7名

松塚観測所ハウス整備作業

 再生２号 測定車メンテナンスのためKEKへ

31日～1日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装 15名

松塚観測所ハウス整備作業

空間・個人線量測定方法打合せ

空間・個人線量測定場所調査

野草サンプル収集

4月 7日～8日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装 9名

松塚観測所ハウス整備作業

燃焼炉燃焼実験

14日～15日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装 12名

松塚観測所ハウス整備作業

比曽、伊丹沢田圃土壌追加採集

長泥　地表面線量の測定

カタクリ鑑賞ツアー

21日～22日 飯舘村 放射能測定小屋建設塗装 15名

比曽地区他野草サンプル収集

佐須コミュニティ交流　蕎麦打ち

松塚暗渠工事用粗朶切（飯野）

各地測定器メンテナンス

28日～29日 飯舘村 松塚暗渠工事 11名

再生２号　ＫＥＫー車庫搬送

小宮個人宅放射能測定

佐須蕎麦畑放射能測定

5月 12日～13日 飯舘村 射能測定小屋　測定 8名

松塚第二牧場　空間線量測定

松塚等測定器メンテ

小宮、長泥地区　放射能測定・除染事件調査

佐須田植え準備　用水路整備

19日～20日 飯舘村 射能測定小屋　測定 15名

松塚観測所ハウス　シート張り

村内測定器チェック・メンテナンス

飯舘村の現状撮影

佐須田植え準備　用水路整備

26日～27日 飯舘村 佐須田植え 65名

6月 2日～3日 飯舘村 放射能測定小屋　測定 11名

小宮遊歩道森林除染実験作業

車載測定車キャブレーション

9日～3日 飯舘村 放射能測定小屋　測定 8名

ハウス植付け作業

GM管モニタ交換作業

16日～17日 飯舘村 放射能測定小屋　測定 7名

佐須草刈り

測定器メンテナンス

19日 東京大学アーカイブ動画　ダイジェスト試写会 30名

23日～25日 飯舘村 放射能測定小屋　測定 13名

ハウス植付け作業

長泥地区放射線測定

測定器メンテナンス

車載測定村外外回り

焼却炉の改造

7月 30日～1日 飯舘村 燃焼炉改良実験 5名

松塚観測所ハウスの遮光シートかけ

畑の植付け

7日～8日 飯舘村 長泥空間個人放射線測定器設置 21名



場所 活動内容 参加人数日程

佐須土壌測定

佐須徒歩測定

佐須牧柵設置

野草サンプル採集

測定期メンテナンス

11日 阿佐ヶ谷 農泊事業研究会

14日～15日 飯舘村 長泥・佐須地区空間個人放射線測定器設置 8名

測定期メンテナンス

佐須牧柵設置

21日～23日 飯舘村 長泥・佐須地区空間個人放射線測定器設置 12名

佐須牧柵設置

測定期メンテナンス

燃焼炉燃焼実験

土壌分析

28日～29日 飯舘村 長泥・佐須地区空間個人放射線測定器設置 19名

佐須牧柵設置

燃焼炉燃焼実験

比曽土壌測定

延べ参加人数 848名



個別

サービ

ス

健康

講話

他

7日

伊達東

足もみ楽々クラブ<32>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ

3名 7名 7名

10日 湘南中央病院 打合せ 4名

27日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<4>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

10:30～12：30　ミニボーリング大会（佐須老人クラブ）

「これからの生活を健康で過ごすために」

12:00～12：30　東大応援部（飯舘応援団）

12:30～13：30　昼食（夏の暑さを乗り切ろう！）

13:00～13：30　健康講話（相澤先生）

　　　　　　　　「健康維持のために健診結果を大いに利用しましょう」

13：30～15：30　個別ケア　フットケアとマッサージ

7名 9名 20名

28日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<28>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「健診結果の見方」相澤医師

「手作りラム酒レーズンで、ビスケットレーズンサンドを作りましょう」

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・悩み事相談・戸別訪問

7名 14名 19名

28日

ラジオ福島

「かっとびワイド」に相澤、中町が出演

14時10分から9分、14時20分から9分、菅原美智子アナウンサーの

インタビューを受ける

2名

７日 湘南中央病院 打合せ 4名

10日

伊達東

足もみ楽々クラ<33>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ・爪切り

4名 7名 7名

24日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<5>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

10:30～12：30　ミニボーリング大会（佐須老人クラブ）

                8月の活動模様を紹介、希望者にDVDを差し上げた

「これからの生活を健康で過ごすために」

12:30～13：30　昼食「減塩でもおいしい豚肉料理」

13:30～15：30　・健康講話（相澤先生）

　　　　　　　　「健康維持のために健診結果を大いに利用しましょう」

　　　　　　　・個別ケア　フットケアとマッサージ

　　　　　　　・似顔絵かきコーナー

7名 9名 15名

25日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<29>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「再び塩の話」相澤医師

栄養講話：「塩かげんと塩分チェックの方法」

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・悩み事相談・戸別訪問

7名 18名 17名

9日 湘南中央病院 打合せ 5名

16日　

伊達東

足もみ楽々クラブ<34>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ・爪切り

4名 8名 8名

29日 佐須 佐須地区での聞き取り調査 2名 2名

30日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<30>

福島県企画調査部文化スポーツ局文化振興課(坂本・横田)が現地

調査に訪問

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「塩の話その３」相澤医師

栄養講話：「知っておきたい加工食品の塩分量」

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・悩み事相談・戸別訪問

10名 18名 13名

７日 湘南中央病院 打合せ 5名

14日

伊達東

足もみ楽々クラブ<35>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ

7名 12名

25日 ふるさと体験スクール あんぽ柿作業の手伝い 5名

26日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<6>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

10:30～12：30　お楽しみ会　輪投げ大会（佐須老人クラブ）

「これからの生活を健康で過ごすために」

12:30～13：30　昼食「囲炉裏を囲んで、塩分控えめの芋煮を試食」

13:30～13：45　健康講話（相澤先生）

　　　　　　「「塩のお話し－《心臓・腎臓・脳の健康との深い関係》」

13:30～13：45 個別ケア　フットケアとマッサージ

7名 7名 11名

健康医療ケアチームの活動

8月

9月

10月

11月

村民参加者数

2017年

場　所 活動内容

チーム

メンバー

日程



個別

サービ

ス

健康

講話

他

村民参加者数

場　所 活動内容

チーム

メンバー

日程

27日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<31>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「糖尿病と歯槽膿漏との深い関係」相澤医師

栄養講話：「糖尿病の方、気になる方への食事バランス」

「春に作ったハーブ・パット」をもう一度（作っていない人の方に）

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・悩み事相談・戸別訪問

8名 20名 14名

7日 湘南中央病院 打合せ 5名

10日 小宮 戸別訪問 2名 1名

10日 佐須 聞き取り調査 2名 2名

11日 伊達東 聞き取り調査 1名 2名

12日

伊達東

足もみ楽々クラブ<36>

個別サービス：足もみマッサージ

6名 8名

17日 佐須 戸別訪問 2名 3名

18日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<32>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「認知症とは何か?正常なもの忘れと認知症のもの忘れ」

　　　　　　三吉医師

栄養講話：「認知症にならないための食事習慣」

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ

　　待ち時間を楽しく！　ドイツ菓子のシュトーレンと紅茶で

9名 16名 13名

11日 湘南中央病院 打合せ 5名

15日 伊達東 聞き取り調査 1名 2名

15日

伊達東

足もみ楽々クラブ<37>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ・爪切り

5名 8名

29日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<33>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「認知症とは何か？その２　認知症をおこしやすい薬」

　　　　　　三吉医師

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・悩み事相談・戸別訪問

個別サービスの待ち時間を楽しく！　お茶とお菓子で団らんを

9名 22名 16名

5日

伊達東

足もみ楽々クラブ<38>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ・爪切り

3名 11名

8日 湘南中央病院 打合せ 5名

26日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<34>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「人生”100歳”時代をみすえて」相澤医師

個別サービス：健康相談・足もみ

個別サービスの待ち時間を楽しく！　お茶とお菓子で団らんを

9名 10名 12名

8日 湘南中央病院 打合せ 4名

12日

伊達東

足もみ楽々クラブ<39>

個別サービス：足もみ・アロママッサージ・爪切り

4名 11名

16日 飯舘村役場 飯舘村民生員・児童委員定例会に出席 2名

20日 福島市杉妻会館 平成29年度ふるさと・きずな維持・再生支援事業成果報告交流会 1名

26日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<35>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「～人生100歳時代を迎えて～認知症は防げるか？」

　　　　　　三吉医師

個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・戸別訪問

個別サービスの待ち時間を楽しく！　桜餅をりお茶で団らんを

9名 13名 13名

8日 小宮 戸別訪問 2名 1名

9日

伊達東

足もみ楽々クラブ<40>

個別サービス：足もみ・マッサージ・爪切り

4名 8名

9日 飯舘村役場

松川事務所

住民課、荒信一郎主任兼生活支援係長と相澤和幸さんに面談

（北村、八木、中町）

3名 8名

12日 湘南中央病院 打合せ 4名

22日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<7>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

10:00～   愚真会の蕎麦打ち

11:30～   昼食　打ち立ての蕎麦とかき揚げ天ぷら

「これからの生活を健康で過ごすために」

12:00～12:30　健康講話「歯周病の話」　相澤医師

12:30～15:30 個別ケア　フットケアとマッサージ

7名 7名 28名

22日

同上

村内「いちばん館」で民生委員、老人連合会、再生の会と協働で6

月より開催する「健康いちばん！の集い」の打合せ

11名

2月

3月

1月

12月

4月

2018年



個別

サービ

ス

健康

講話

他

村民参加者数

場　所 活動内容

チーム

メンバー

日程

23日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<36>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「栄養と食事の話ー宇宙に人が行くようになってわかった

こと」相澤医師

個別サービス：健康相談・足もみ

個別サービスの待ち時間を楽しく！京都のお菓子とお茶で団らんを

7名 11名 10名

7日 臼石 戸別訪問 2名 2名

7日

伊達東

足もみ楽々クラブ<41>

個別サービス：フットケア・アロママッサージ

4名 4名

10日 湘南中央病院 打合せ 5名

18日

飯舘村役場

荒信一郎生活支援係長と面談、　松川第一仮設の住民がいちばん

館の活動に参加できるよう、きこりのバスが利用について相談

2名

27日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<8>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

「これからの生活を健康で過ごすために」

10：30～ 東京杉並区のすぎなみプラスの訪問者9名と意見交流

11:30～12:00   健康講話「腸の話」　相澤医師

昼食　鶏の胸肉を使った一品とすまし汁、塩にぎり

12:30～14:30 個別ケア　フットケアとマッサージ

8名 3名 19名

28日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<37>

「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆび体操」

健康講話：「腸の話」相澤医師

個別サービス：健康相談・足もみ・戸別訪問

個別サービスの待ち時間を楽しく！京都のお菓子とお茶で団らんを

10名 17名 11名

10日 臼石 いいたてカイロを開業している石井新吉さん、美智子さんを訪問 2名

11日

伊達東

足もみ楽々クラブ<42>

個別サービス：フットケア・アロママッサージ

4名 6名

14日 湘南中央病院 打合せ 5名

16日　小宮 民生・児童委員協議会会長松原光年宅にて打ち合わせ 2名

25日

いちばん館

第1回　「健康いちばん！の集い」

10:00～　松原民生・児童委員協議会会長、菅野敬老人連合会会

長、および、ふくしま再生の会田尾理事長の挨拶

10:15～10:30ストレッチ体操

10:30～11:00健康講話「宇宙に人が行って分かったこと」

　　　　　　　　　相澤医師

11:20～12:10老人クラブのニュースポーツ、フットケア、健康相談

12:10～12:40昼食　中華丼と卵とじ汁

12名 34名 72名

9日

伊達東

足もみ楽々クラブ<43>

個別サービス：フットケア・アロママッサージ

4名 7名

12日 湘南中央病院 打合せ 5名

29日

佐須公民館

旧佐須小学校

佐須コミュニティ活動<9>

久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう

10：30～農泊事業の説明　田尾理事長

11:00～12:00 試写会『ふくしま再生の会の活動記録～村民の言葉

から振り返る』

「これからの生活を健康で過ごすために」

昼食　鶏の胸肉を使った”ビタミンＢ１”たっぷりの一皿

12:30～14:30 個別ケア　フットケアとマッサージ

11名 3名 13名

30日

松川第一仮設

健康講話と個別サービス<38>

9：30～9:40　「立っていても、座っていても、寝ていてもできる足ゆ

び体操」若佐さん

9:45～10:35　健康講話「”熱中症”から身を守りましょう」相澤医師

10:35～12:15 「「わらび餅」を作ってお茶をしながら待ち時間も楽し

みましょう」青山さん

個別サービス：足湯・足もみ 個別ケア・健康相談・戸別訪問

10名 12名 6名

延べ参加人数 306名 363名 344名

＊個別サービスは複数利用者がいるため実数より多い場合がある

6月

7月

5月



場所 活動内容 参加人数

2017年 8月 26日 飯舘村 6年間の放射線・放射能の協働測定　結果報告会 75名

飯舘村交流センターふれ愛館

村民・役場　21名　　会員37名　他17名

27日 飯舘村 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう４」（村民20 32名

9月 11～12日 飯舘村 サークルまでい飯舘ツアー 22名

15～17日 飯舘村 ＳＧＲＡスタディツアー村内視察・農業体験 16名

16日 霊山センター霊山センター交流会（村民・東玉野・霊山石田10名） 34名

24日 飯舘村 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう5」(村民15 22名

30～1日 飯舘村 原発行動隊 村内視察・坪刈り 7名

10月 ７～8日 飯舘村 三重大・弘前大・四日市大 村内視察 8名

飯舘村 富士通SSL村内視察 10名

8日 飯舘村 佐須稲刈り 30名

22日 東京 第16回報告会「避難指示解除から半年・今何が課題か」 110名

東大農学部弥生講堂アネックス

11月 26日 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう6」(村民11名） 18名

12月 3日 飯舘村 野手上（糸滝）ハイキング（佐藤俊雄さん） 5名

2018年 24日 東京 「飯舘村inすぎなみ 話して食べてつながろう！」 90名

細田工務店杉並リボン館

3月 24～25日 飯舘村 ベルリン自由大学福澤さん一行村内視察 4名

4月 15日 飯舘村 マキバノハナゾノ桜・カタクリツアー 14名

22日 飯舘村 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう7」(村民22名） 36名

5月 1日 飯舘村 アートディレクター北川フラム氏視察

2日 飯舘村 弁護士・写真家石田省三郎氏視察

25～27日 飯舘村 SGRAスタディツアー村内視察 11名

26～27日 飯舘村 すぎなみ有志の会視察 9名

26～27日 飯舘村 富士通SSL村内視察 10名

26日 霊山センター霊山センター大交流会（村民・東玉野・霊山石田14名） 70名

27日 飯舘村 佐須田植え（SGRA・すぎなみ・SSL・会員・村民） 50名

27日 飯舘村 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう8」(村民12名） 20名

6月 25日 飯舘村 「健康いちばん！の集い」（村民57名） 77名

7月 29日 飯舘村 「久しぶりに集まってみんなで楽しく過ごしましょう9」（村民12名） 22名

延べ参加人数 802名

霊山センター利用状況

稼働日数 延べ宿泊者数

８月 7日 48名

９月 13日 74名

１０月 7日 41名

１１月 11日 40名

１２月 9日 50名

１月 4日 16名

２月 5日 30名

３月 6日 36名

４月 9日 52名

５月 7日 69名

６月 8日 37名

７月 - -

79日 493名計

2018年 冬季利用体制

冬季利用体制

冬季利用体制　通常利用体制移行

通常利用体制（診療棟・宿泊棟・大浴場・食堂）

通常利用体制

通常利用体制

療育会で使用のため

2017年 通常利用体制（診療棟・宿泊棟・大浴場・食堂）

通常利用体制

通常利用体制

通常利用体制

冬季利用体制（診療棟のみ利用）移行、凍結防止工事

被災地住民との交流活動

日程

2月

村内視察は視察に訪れた人数。他のイベント等は参加者数。

日程 主な利用状況



活動内容 人数

1日 8名

8日 10名

22日 6名

29日 8名

5日 バイアル番号取り 14名

11日

12日

19日 16名

26日 11名

3日 13名

10日 8名

17日 12名

24日 10名

31日 8名

7日 13名

14日 12名

21日 13名

28日 14名

5日 13名

12日 13名

19日 13名

9日 10名

16日 11名

23日 10名

6日 9名

13日 10名

20日 11名

27日 10名

6日 9名

13日 9名

20日 11名

27日 10名

3日 11名

10日 7名

17日 10名

24日 10名

8日 10名

15日 9名

22日 10名

29日 10名

5日 9名

12日 7名

19日 12名

22日 3名

26日 7名

3日 8名

10日 9名

17日 8名

24日 9名

31日 7名

50日 活動参加者数計 503名

サークルまでいの活動　（東大農学部サークルまでい室ほか）

活動日

22名

活動日数計

2017年度村委託事業土壌測定、

コケ、枯葉、きのこサンプル測定

２０１７年

2018年

8月

9月

比曽・長泥土壌サンプル測定、野草サンプル測定

DB打合せ

サークルまでい飯舘村バスツアー

キノコ、木の実、野菜測定、

DBシステム打合せ

2017年度村委託事業土壌測定

玄米、糠測定、きのこ、カリン野菜測定

イグネ土壌枯葉測定、

燃焼実験サンプル測定

2017年度村委託事業土壌測定

比曽イグネ土壌、コケ、白米、枯葉測定、サークル室整備

シイタケ、野草測定、宇都宮大フィルターサンプル測定

「ふくしま再生の会活動記録ダイジェスト2011-2017」試写会

野菜、キノコ、木の実、土壌サンプル測定

5月

6月

7月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

10月

2017年度村委託事業土壌測定、

白米、ヤーコンジャム、ホーレン草、土壌測定、

DB打合せ

フキノトウ、燃焼炭灰、土壌測定、

燃焼実験灰サンプル、木材、枯葉、シイタケ、土壌等測定、ほだ木測

定、

バイアル番号付、

土壌、枯葉測定、シイタケ、ハウス野菜サンプル樹皮測定、

測定済み残土送付



活動内容 媒体 活動主体

2017年～2018

年

通年

再生短信第31号から第42号までを発行した。ホー

ムページに掲載するとともに、郵送による配布も行

い、活動への理解を深めた。

再生短信

編集　会員有志

配布　事務局

2017年～2018

年

通年

都度更新を行い、再生の会の活動内容を公開。

車載測定による放射線データ、定点モニタの測定

データ公開。

各種印刷物、報告会配布資料のダウンロード等に

対応

ホームページ

事務局

会員有志

線量マップ更新（有償）

2017年～2018

年

通年

動画、活動中の写真、新聞掲載のお知らせ等を

139回投稿。

ｆａｃｅｂｏｏｋ 事務局

2017年～2018

年

通年

これまでの測定データ、活動記録(ドキュメント・画

像・動画等）等を将来にわたって継続的に蓄積し、

活用できるシステムの検討。

会員有志

2017年～2018

年

通年

石川カメラマンによる記録映像の撮影・編集

SGRAスタディツアー・霊山センター交流会

・第16回報告会

・飯舘村inすぎなみ

・佐須の田植え

・健康いちばん！の集い

・活動記録ダイジェスト（村民の声より振り返る）

Youtube

石川カメラマン

会員有志・事務局

2018年 2月

第16回報告会について、参加者の発言内容をまと

めた冊子を制作し、希望者に配布した。

印刷（冊子）

事務局

会員有志

2月 すぎなみ協働プラザにてポスター展 ポスター 事務局

2018年 4月

ふくしま再生の会を紹介するリーフレット（A3両面）

を更新した。

リーフレット

編集　会員有志

配布　事務局

デザイン　ＤＴＰ　印刷

（有償）

2018年 5月 すぎなみはじめの一歩まつりにブース出展 事務局

活動内容

2017年～2018

年

通年 ２０行政区放射線路上測定

2017年～2018

年

通年 飯舘村周辺路上測定

2017年～2018

年

通年

路上測定データ公開（村民向けタブレット版を含

む）のための線量マップシステム開発・運用・保守

２０行政区田圃土壌放射能測定

2018年 7月 全村線量マップ

2017年～2018

年

通年 放射能データベース改善・機能追加

DB開発・改善チーム

（一部有償）

情報提供事業

日　程

モニタリング（放射線・放射能測定）の活動（飯舘村よりの受託事業を含む）

時期 活動主体

飯舘村各行政区測定員

合同会社いいたて協働社

会員有志（無償）

会員有志（無償）

株式会社知識計画

2017年10月～

2018年3月

飯舘村各行政区土壌採取員

合同会社いいたて協働社

会員有志（無償）・サークルまでい

株式会社知識計画



場　所 活動内容 参加者等

2017年 8月 3日 東京事務所 定例事務局会議 注

17日 　　　〃 　　　〃 注

24日 　　　〃 　　　〃 注

31日 　　　〃 　　　〃 注

9月 7日 東京事務所 定例事務局会議 注

14日 　　　〃 　　　〃 注

21日 　　　〃 　　　〃 注

28日 　　　〃 　　　〃 注

28日 阿佐谷地域区民センター 第7期　第1回理事会 18名

10月 5日 東京事務所 定例事務局会議 注

12日 　　　〃 　　　〃 注

19日 　　　〃 　　　〃 注

22日 東京大学農学部弥生講堂アネックス 第6回　定期総会 62名

22日 　　　〃 第7期　第2回理事会 15名

26日 東京事務所 定例事務局会議 注

11月 2日 東京事務所 定例事務局会議 注

16日 　　　〃 　　　〃 注

23日 　　　〃 　　　〃 注

30日 　　　〃 　　　〃 注

12月 7日 東京事務所 定例事務局会議 注

14日 　　　〃 　　　〃 注

2018年 1月 11日 東京事務所 定例事務局会議 注

18日 　　　〃 　　　〃 注

25日 　　　〃 　　　〃 注

2月 1日 東京事務所 定例事務局会議 注

8日 　　　〃 　　　〃 注

15日 　　　〃 　　　〃 注

22日 　　　〃 　　　〃 注

3月 1日 東京事務所 定例事務局会議 注

8日 　　　〃 　　　〃 注

15日 　　　〃 　　　〃 注

22日 　　　〃 　　　〃 注

29日 　　　〃 　　　〃 注

4月 5日 東京事務所 定例事務局会議 注

11日 　　　〃 　　　〃 注

19日 　　　〃 　　　〃 注

26日 　　　〃 　　　〃 注

5月 10日 東京事務所 定例事務局会議 注

17日 　　　〃 　　　〃 注

24日 　　　〃 　　　〃 注

31日 　　　〃 　　　〃 注

6月 7日 東京事務所 定例事務局会議 注

14日 　　　〃 　　　〃 注

21日 　　　〃 　　　〃 注

28日 　　　〃 　　　〃 注

7月 5日 東京事務所 定例事務局会議 注

12日 　　　〃 　　　〃 注

19日 　　　〃 　　　〃 注

26日 　　　〃 　　　〃 注

26日 阿佐谷地域区民センター 第7期　第3回理事会 19名

注

事務局会議・理事会・総会

日程

定例事務局会議　構成メンバー　東京事務所　田尾陽一、二宮克彦、矢野伊津子、中町芙佐子、

佐野隆章、篠原綾子　スカイプ参加　菅野宗夫、溝口勝、小原壮二、伊井一夫、栗山俊一郎

（総会出席者は委任状による出席を含まない本人出席人数である。）



1.受取会費

正会員会費 1,810,000
賛助会員会費 235,000 2,045,000

2.受取寄付金

寄付金収入 4,200,609 4,200,609
3.受取助成金

三井物産環境基金 5,000,000
福島県文化振興課 1,836,000 6,836,000

5.受託事業

飯舘村役場受託事業 24,408,000
東京大学受託 1,520,000 25,928,000

6.その他収益

懇親会等参加費収入 425,970
受取利息 2,466 428,436
経常収益計 39,438,045

ＩＩ　経常費用

1.事業費

（１） 人件費

給料手当 5,694,680
臨時雇用賃金　 0
法定福利費 618,073
人件費計 6,312,753

（２） その他の経費

会議費　 201,007
旅費交通費 6,780,217
業務委託費　　 9,507,440
印刷製本費　 1,089,044
通信運搬費　 929,008
諸謝金 2,248,344
試験研究共同費 1,947,840
什器備品費　　 1,067,867
消耗品費　　　 537,669
資材費 781,881
租税公課　 351,500
車両費　 385,412
賃借料　　　 2,764,404
修繕費 490,644
支払保険料 61,370
支払手数料 6,000
地代家賃　　 703,000
水道光熱費 18,015
新聞図書費 3,888
減価償却費 3,621,606
雑費　事業 110,003
その他の経費計 33,606,159
事業費合計 39,918,912

２.管理費

（１） 人件費 0
臨時雇用賃金　 587,000
人件費計 587,000

（２） その他の経費

会議費　 25,608
印刷製本費　 65,983
旅費交通費　 9,450
通信運搬費　 253,184
消耗品費　 58,265
地代家賃　　 894,240
水道光熱費 53,625
支払手数料　 177,904
租税公課　 1,500
賃借料　　　 138,540
支払保険料 100,500
事務用品費 3,383
雑費　 66,685
その他の経費計 1,848,867
管理費計 2,435,867
経常費用計 42,354,779
経常増減額 -2,916,734

III　特別支出

１．特定目的積立金取崩額

特定目的積立金取崩額 0
２．特定目的積立金積立額

特定目的積立金積立額 0
税引前当期正味財産増減額 -2,916,734
法人税等　 142,000
当期正味財産増減額 -3,058,734
前期繰越正味財産額 18,176,848
次期繰越正味財産額 15,118,114

＊本年度はその他の事業は実施しておりません。

Ｉ　　経常収益

特定非営利活動法人　ふくしま再生の会　2017年度　決算

第7期　活動計算書

2017年8月1日～2018年7月31日

科目 金額（単位：円）



（単位：円）

科目科目科目科目 金額金額金額金額 科目科目科目科目 金額金額金額金額

Ｉ　資産の部 ＩＩ　負債の部 Ｉ　資産の部

1流動資産 15,924,922 1.流動負債 2,394,270 1．流動資産

現金･預金 15,599,944 未払金・未払費用 1,852,933 現金預金

貯蔵品 9,978 前受金 現金 0
前払費用 315,000 預かり金 108,437 当座預金 郵便振替口座 218,084

未払法人税等 142,000 普通預金 郵貯銀行　東京口 174,064
0 未払消費税等 290,900 郵貯銀行　福島口 79,777

2固定資産 28,711,362 未払事業税等 0 三井住友銀行（会費・寄付受付口） 1,861,807
（１）有形固定資産 667,462 仮受金 0 三井住友銀行（助成金等受付口） 12,528,088
建物 3,800,663 負債合計 2,394,270 三井住友銀行（助成金決済） 0
建物付属設備 2,052,000 三菱東京UFJ銀行 738,124
車両運搬具 2,009,589 清水アーカイブ基金 27,123,900 貯蔵品

器具備品 3,293,284 前期繰越正味財産 18,176,848 切手 9,978
減価償却累計額 -10,488,074 特定目的寄付取崩額 0 未収入金

（２）無形固定資産 28,043,900 当期正味財産増減額 -3,058,734
長期固定性預金 27,123,900 正味財産合計 42,242,014 前払費用 佐須事務所利用料 315,000
敷金 134,000
差入保証金 300,000 仮払金 0
ソフトウェア 486,000
資産合計 44,636,284 負債及び正味財産合計 44,636,284 流動資産合計 15,924,922

２．固定資産

建物

測定車車庫 1
測定施設（佐須） 1

建物付属設備

霊山センター給排水設備 1
霊山センター内部造作 1

車両運搬具

軽トラック 1
トヨタサーブ 1
測定車　2台 0

器具備品

シンチレーションサーベイメーター帳簿価格 1
ビッグパッド 350,737
飯舘事務所エアコン 316,718

ソフトウェア Dシャトル読取りソフト 486,000
定期預金

清水アーカイブ基金 27,123,900
差入保証金 佐須事務所利用保証金 300,000

東京事務所敷金 134,000
固定資産合計 28,711,362

資産合計 44,636,284
ＩＩ　負債の部

1.流動負債

未払金

村民線量測定費　 447,500
北原商店 25,455
三井住友クレジット 69,428
いいたて協働社 240,000
会員立替経費・旅費等 501,796
知識計画 332,939
パンフDTP委託料 224,475
霊山設備 11,340

0
預かり金 源泉徴収税額 62,029

社会保険料 46,408
未払法人税等

法人税・法人地方税 142,000
事業税 0

未払い消費税 消費税 290,900
流動負債合計 2,394,270

負債合計 2,394,270
正味財産 42,242,014

科目科目科目科目 金額金額金額金額

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表 財産目録財産目録財産目録財産目録

2018年7月31日 2018年7月31日

（単位：円）



1. 重要な会計方針

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下のとおりです。 単位：円

科目 産業再生 生活再生 交流 情報提供 事業部門計 管理部門 合計 予算対比 予算額 実績対予算

Ｉ　経常収益

会費収入 300,000 622,500 622,500 300,000 1,845,000 200,000 2,045,000 58.4% 3,500,000 1,455,000
寄付金収入 600,000 1,300,304 1,300,305 600,000 3,800,609 400,000 4,200,609 42.0% 10,000,000 5,799,391
受取助成金等 2,000,000 2,336,000 500,000 2,000,000 6,836,000 6,836,000 75.1% 9,100,000 2,264,000
受託費 1,520,000 22,508,000 24,028,000 1,900,000 25,928,000 94.3% 27,500,000 1,572,000
その他の収入 275,970 275,970 152,466 428,436 212.1% 202,000 -226,436
経常収益計 4,420,000 4,258,804 2,698,775 25,408,000 36,785,579 2,652,466 39,438,045 78.4% 50,302,000 10,863,955

ＩＩ　経常費用 0
（１）人件費 0
給料手当 1,718,340 859,170 859,170 2,258,000 5,694,680 0 5,694,680 0.0% 7,900,000 2,205,320
臨時雇用賃金　 0 587,000 587,000 28.6% 2,050,000 1,463,000
法定福利費 138,628 69,314 69,314 340,817 618,073 618,073 51.9% 1,190,000 571,927
人件費計 1,856,968 928,484 928,484 2,598,817 6,312,753 587,000 6,899,753 61.9% 11,140,000 4,240,247
（2）その他の経費 0
会議費　 0 0 183,437 17,570 201,007 25,608 226,615 47.2% 480,000 253,385
旅費交通費　 901,930 2,041,639 1,335,608 2,501,040 6,780,217 9,450 6,789,667 116.1% 5,850,000 -939,667
業務委託費　　 0 0 550,000 8,957,440 9,507,440 9,507,440 76.1% 12,500,000 2,992,560
印刷製本費　 0 44,046 279,866 765,132 1,089,044 65,983 1,155,027 63.5% 1,820,000 664,973
通信運搬費　 4,284 42,500 85,773 796,451 929,008 253,184 1,182,192 81.5% 1,450,000 267,808
諸謝金 800,000 625,624 8,640 814,080 2,248,344 2,248,344 241.8% 930,000 -1,318,344
共同試験研究費 0 0 1,947,840 1,947,840 1,947,840 0 -1,947,840
什器備品費　　　 259,060 70,284 109,636 628,887 1,067,867 1,067,867 14.2% 7,500,000 6,432,133
消耗品費　　　 41,999 61,776 27,211 406,683 537,669 58,265 595,934 66.2% 900,000 304,066
資材費 517,121 36,417 0 228,343 781,881 781,881 0 -781,881
租税公課　 0 0 2,400 349,100 351,500 1,500 353,000 53.5% 660,000 307,000
車両費　 4,257 31,870 7,462 341,823 385,412 0 385,412 74.1% 520,000 134,588
賃借料　　　 423,212 173,212 801,872 1,366,108 2,764,404 138,540 2,902,944 75.8% 3,830,000 927,056
修繕費　 0 0 93,960 396,684 490,644 490,644 196.3% 250,000 -240,644
支払手数料 0 0 6,000 6,000 177,904 183,904 126.8% 145,000 -38,904
支払保険料 0 0 0 61,370 61,370 100,500 161,870 54.0% 300,000 138,130
研修費 0 0 0 0 0 0 0.0% 50,000 50,000
地代家賃　　　 0 0 50,000 653,000 703,000 894,240 1,597,240 104.0% 1,536,000 -61,240
事務用品費　 0 0 0 0 3,383 3,383 33.8% 10,000 6,617
水道光熱費 0 0 18,015 0 18,015 53,625 71,640 119.4% 60,000 -11,640
新聞図書費 0 1,944 0 1,944 3,888 3,888 38.9% 10,000 6,112
減価償却費 0 0 0 3,621,606 3,621,606 0 3,621,606 574.9% 630,000 -2,991,606
雑費　事業 0 42,618 46,008 21,377 110,003 66,685 176,688 192.1% 92,000 -84,688
その他の経費計 2,951,863 3,171,930 3,599,888 23,882,478 33,606,159 1,848,867 35,455,026 89.7% 39,523,000 4,067,974
経常経費計 4,808,831 4,100,414 4,528,372 26,481,295 39,918,912 2,435,867 42,354,779 83.6% 50,663,000 8,308,221
当期経常増減額 -388,831 158,390 -1,829,597 -1,073,295 -3,133,333 216,599 -2,916,734 808.0% -361,000 2,555,734
積立金取崩額 0 0 0 0 0 0 0 5,000,000 5,000,000
積立金積立額 0 0 0 0 0 0 0 0
特定目的寄付金残高 0 0 0 0 0 0 0
差引 -388,831 158,390 -1,829,597 -1,073,295 -3,133,333 -2,916,734 2,916,734

法人税等 142,000 142,000
-3,058,734

財務諸表財務諸表財務諸表財務諸表のののの注記注記注記注記

当期正味財産増減額

（１）有形固定資産は、法人税法の規定に基づく定率法で償却します。

　　ただし租税特別措置法67条の５に規定する少額減価償却資産に該当する物件については当期に取得した全額を当期に償却しております。

     また特定の測定機器で、汎用性のない物品については期末において全額を償却しております。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１１年１１月２０日一部改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。



予算 実績 差引

6,315,000 4,808,831 1,506,169
4,390,000 4,100,414 289,586
3,427,000 4,528,372 -1,101,372

27,078,000 26,481,296 596,704
41,210,000 39,918,913 1,291,087

3. 使途等が制約された正味財産の内訳

寄付金等 単位：円

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

清水アーカイブ基金 27,123,900 0 0 27,123,900

4. 固定資産の増減内訳 単位：円

科目 当期取得 減少

建物 2,800,663 2,800,662 2
建物付属設備 0 2
車両運搬具 0 137,399 3
器具・備品 0 391,945 667,455
ソフトウェア 0 291,600 486,000

合計 1,153,462
当期に購入した固定資産 単位：円

測定施設 2,800,663
合計 2,800,663

5. 会費の計上

9月17日現在、第5期の会費が未納の会員は、個人正会員0名、個人賛助会員0名です。第7期において定款の会費未納規程による退会会員は10名です。

6. 寄付金の状況

7. 受取助成金の計上

当期に受け入れた助成金は以下の通りです。

この他、東京大学が農林水産省より委託を受けた研究について再委託を受けました。その総額は2,000,000円です。

単位：円

受入金額

5,000,000
1,836,000 9. 業務委託費の支払について

6,836,000 業務委託費9,507,441円のうち8,957,440円は受託事業にかかるものです。

8. 役員およびその近親者との取引の内容 単位：円 10. 期末の未払い金1,355,488円のうち10万円以上の支払い先は以下のとおりです。

科目 447,500円
寄付金収入 240,000円
雑収入 332,939円
賃借料 224,475円

村民測定料

いいたて協働社

知識計画（パンフ印刷費）

桐野和子（DTP)2,764,404 1,800,000

153名の方から169回の寄付金の振込がありました。

舟橋春彦様より100万円の寄付をいただきました。

福島県文化振興課

1
2

137,402

当期に三井物産環境基金等の資金により佐須滑に測定施設を建設しました。建設のために支出した製図費用、資材費、スタッフ旅費については建物の取得費として資産

計上いたしました。その額は2,800,663円です。この施設について収入等が見込めないことなどを勘案して期末に備忘価額1円を残して一時償却いたしました。

第5期までの会費につき第5期第6期第7期まで会費の納入が無かった方については、定款の規程により退会の取り扱いをしております。

受入先

三井物産環境基金

1,059,400

会費については、原則として年度末までに入金のあったものを計上しております。

777,600

期末の帳簿価額は1円です。

使途等が制約された正味財産の内訳は下記のとおりです。

期首帳簿価額 期末帳簿価額

放射能汚染地域の産業再生事業

放射能汚染地域の生活再生事業

被災地住民との交流事業

情報の提供事業

事業費計

部門別の予算計上額と実績

事業名

合計

150,000425,970

計算書類に計上された金額 内役員及び近親者との取引

4,200,609 391,000




